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Acid fog deposition on canopy and forest decline 
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た 7年生ブナ(Fagus crenata)苗木に対し 2004年 9月から
2006年 7月 (1～3月、8月を除く)まで、硝酸で pHを調
整した溶液を大型チャンバー (1.8 m×1.5 m×1.6 m 高
さ)内で週 2 回、2 時間噴霧した。その影響については、
樹高、幹直径、葉数、葉面積、炭素蓄積量および乾物生
長量を測定することにより評価した。2004年 7月中旪よ
り生育を開始した 9 年生モミ(Abies firma)苗木に対し
2007年 5～11月 (8月を除く)まで、硝酸で pH調整した
溶液を大型チャンバー (2.4 m×2.4 m×1.8 m 高さ)内













ー (0.6 m×0.6 m×0.9 m 高さ)内で噴霧した。酸性霧
処理した葉の細胞壁内のホウ素存在形態を石井らの方法
に従い示差屈折率計を接続したサイズ排除クロマトグラ


































































































































































+ Na+ K+ Mg2+ Ca2+ Cl- NO3
- SO4
2-
Active sampler 3.53 0.29 0.70 0.17 0.04 0.06 0.12 0.21 0.56 0.48
Passive sampler 4.93 0.01 0.04 0.17 0.03 0.06 0.13 0.15 0.12 0.11
Table 1.  Chemical composition of fogwater collected with active and passive samplers.










キレーターである。図 4A と B の写真の大きな違いは、
CTC 蛍光強度が SAF 処理により大きく減尐することを示
している。なお、併せて表示したダイアグラムから、正
常な葉肉細胞の細胞膜上で蛍光は強くなることが判る。




























Fig. 4 Digitally acquired images showing treatment
effects on mCa (Ca2+-CTC fluorescence intensity)
in current-year fir needles sampled on November
2007.  (A) pH 3; (B) pH 5 as control.
Fig. 5  SEC chromatogram of the material solubilized
by EPG treatment in the AIR from the fir leaves. A; pH



















ることにより RG-IIを可溶化させた。図 5に SEC/RIによ
る RG-IIのクロマトグラムを示す。いずれの条件下でも
dRG-II-B(二量体、約 12 kDa)と mRG-II(単量体、約 6.2 
kDa)のピークが 18.5、20.5 minにそれぞれ検出された。
しかしながら、全 RG-IIに占める dRG-II-Bの割合は、対
照区で 82%であるのに対し pH 2, 3 処理区ではそれぞれ
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